


災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は

　
日
々
変
動
す
る
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
支
援
を
適
切
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
の
が「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」だ
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、災
害
発
生
時
に
立
ち
上

げ
ら
れ
、地
域
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
推
進
し
て
い
る
地
元
の
社
会
福
祉

協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
す
る
の
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、ニ
ー
ズ
の
把
握
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集・受
付
、活
動
の
マ
ッ
チ

ン
グ
、災
害
対
策
本
部
と
の
連
絡
調
整
な

ど
が
行
わ
れ
、被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
調
整
機
関
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
に
な
る
。（
図
表
1
）

被
災
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

　
阪
神・淡
路
大
震
災
で
は
、一
年
間
で

延
べ
1
3
7
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

動
し
、平
成
7
年
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元

年
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。平
成
23
年
3
月

の
東
日
本
大
震
災
で
も
、95
万
人
以
上
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
全
国
か
ら
駆
け
付
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
救
援・復
旧
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

　
現
在
で
は
、大
規
模
災
害
が
発
生
す
る

と
、被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
真
っ
先

に
駆
け
付
け
る
光
景
が
マ
ス
コ
ミ
等
で
報

道
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
く
、災
害
時

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
一
般
的
に
認
識

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
大
規
模
災
害
で
は
、家
屋
の
損
壊
や

避
難
所
で
の
生
活
な
ど
に
よ
り
、住
民

の「
普
段
の
暮
ら
し
」が
奪
わ
れ
る
。老

若
男
女
を
問
わ
ず
、誰
も
が
生
活
課
題

を
抱
え
た
被
災
者
と
な
り
得
る
た
め
、

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
N
P
O
に
よ
る

支
援
は
、災
害
時
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
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■図表1 災害ボランティアセンターの主な役割

　平成27年1月17日、阪神・淡路大震災から20年を迎え
る。この間も、東日本大震災をはじめ、全国ではさまざまな
自然災害が発生した。今夏には丹波市で豪雨による大きな
災害が発生し、県内外から訪れるボランティアにより、被災
者に寄り添った復興支援が現在も継続されている。
　今回の特集では、災害発生時に社協が中心となって開
設・運営する「災害ボランティアセンター」の取り組みを
紹介し、災害時の社協の役割について考える。

　
　
　
　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
、開
設
場
所
や

運
営
組
織
も
円
滑
に
決
ま
り
、素
早
く

体
制
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
行
政
と
の
協
定

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
関
す
る
協
定
を
行
政
と
社
協
間

で
交
わ
し
て
お
り
、資
機
材・財
源
の
確

保
、専
任
の
行
政
担
当
職
員
の
配
置
が

で
き
た
。

　
　
　
　
　
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
市
の
災
害
対
策
本
部
を
中
心
に
、

社
協
と
N
P
O
な
ど
と
の
協
働
・
共

有
の
場
が
開
催
さ
れ
、各
小
学
校
区

単
位
の「
自
治
協
議
会
」や
自
治
会
と

も
連
携
し
た
対
応
が
で
き
た
。
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
の
実
際

被
災
者
の
生
活
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

阪神淡路20年－1．17は忘れない－
「災害ボランティアセンター」
を考える
～社会福祉協議会と災害支援～

　
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、日
々
変
化
し
な

が
ら
も
、組
織
的
に
行
わ
れ
る
。一
日
の

流
れ
と
し
て
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、資
材
の
貸
し
出

し
と
活
動
場
所
へ
の
送
り
出
し
、活
動
報

告
が
一
般
的
な
サ
イ
ク
ル
だ
。

　
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、地
元
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、遠
方
か
ら
駆
け
付
け

る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、土
日
な
ど
の

休
日
に
は
、駆
け
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

数
と
活
動
ニ
ー
ズ
が
釣
り
合
わ
ず
、長
時

間
の
待
機
が
発
生
す
る
な
ど
、結
果
的
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

得
る
。被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
常
に
把
握
し

な
が
ら
、訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
安
心・

安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う
適
切
に
マ
ッ
チ

ン
グ
を
す
る
こ
と
が
、活
動
を
円
滑
に
進

め
る
鍵
と
な
る
。

　
ま
た
、運
営
は
地
元
の
市
町
社
協
が
中

心
と
な
り
な
が
ら
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
て
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
多
様
な
組
織
が
協
働
し
て
行
わ
れ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
る
中
で
、組

織
的
に
機
能
す
る
よ
う
、ニ
ー
ズ
受
付
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
、保
険
加
入
手
続
き
、車

両
や
資
材
の
調
整
な
ど
の
役
割
分
担
が
さ

れ
て
い
る
。

刻
々
と
変
わ
る
被
災
地
の
ニ
ー
ズ

　
被
災
地
で
は
、災
害
発
生
か
ら
時
間

が
経
過
す
る
に
従
い
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ

は
変
化
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容

も
そ
れ
に
応
じ
て
変
わ
る
。災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
災
害
復
旧
か
ら
復

興
支
援
に
軸
足
を
移
し
た
対
応
が
と
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
具
体
的
に
は
、被
災
当
初
は
が
れ
き
の

片
付
け
や
泥
出
し
、清
掃
活
動
な
ど
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
心
と
な
る
の
に

対
し
、次
第
に
見
守
り
な
ど
の
生
活
支
援

へ
と
移
行
し
、さ
ら
に
は
住
民
同
士
の
交

流
活
動
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
視
野
に
入
れ
た
活
動
も
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

　
阪
神・淡
路
大
震
災
以
降
の
20
年
間
で

兵
庫
県
社
協
が
関
わ
っ
た
災
害
支
援
活
動

は
、図
表
2
の
通
り
で
あ
り
、全
国
各
地
で

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
運
営
さ

れ
て
き
た
。

　
社
協
は
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
た
被
災
地
で
の
支
援
活
動
を
重
ね
る

こ
と
で
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
た
と
い
え
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
、こ
の
た
び
の「
丹
波
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
取
り

組
み
か
ら
、実
際
に
セ
ン
タ
ー
が
ど
の

よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
を
紹
介

す
る
。

域
福
祉
の
実
践
力
や
協
働
力
が
試
さ
れ

る
と
い
え
る
。災
害
支
援
は
、日
々
の
社

協
活
動
と
同
じ
く「
住
民（
被
災
者
）主

体
」に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
や
復
旧・復
興
の
段
階
に

応
じ
た
支
援
が
必
要
と
な
る
。

　
社
協
は
、地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た

め
、民
生
委
員・児
童
委
員
、福
祉
施
設
、

自
治
会
、行
政
機
関
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

N
P
O
な
ど
で
構
成
さ
れ
、あ
ら
ゆ
る

関
係
機
関
と
つ
な
が
り
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。社
協
が
災
害

支
援
を
進
め
る
意
義
は
、こ
の
よ
う
な

平
時
の
取
り
組
み
の
中
で
築
い
て
き
た

関
係
性
を
生
か
し
、被
災
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア・N
P
O
な
ど
の
支
援
者
と
の
橋

渡
し（
中
間
支
援
）を
行
え
る
と
い
う
点

に
あ
る
。地
域
の
関
係
機
関
と
の
日
頃

か
ら
の
協
働
が
、災
害
時
の
支
援
の
力

量
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、地
域
住
民
の
結
び
つ
き
が
強

い
地
域
で
あ
っ
て
も
、災
害
時
に
被
災
者

が
助
け
を
求
め
る
声
を
上
げ
づ
ら
い
と

い
う
状
況
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
。

特
に
高
齢
者
、障
害
者
な
ど
の
要
援
護

者
の
把
握
や
見
守
り
を
普
段
の
活
動
の

中
で
進
め
、〝
助
け
て
〞と
声
を
上
げ
や

す
い
関
係
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

①被災者のニーズ把握
②ボランティアの募集・受付
③ボランティア活動のマッチング
④資材確保管理・保険加入手続き
⑤災害対策本部との連絡調整
⑥関係機関への情報提供、支援要請　など

■図表2 阪神・淡路大震災以降に県社協が関わった主な災害

●ロシアタンカー重油流出事故（平成9年1月） 日本海沿岸
●有珠山噴火災害（平成12年3月） 北海道
●鳥取西部地震（平成12年10月）鳥取県
●台風23号（平成16年10月）兵庫県 但馬・淡路地域
●新潟県中越地震（平成16年10月）新潟県
●能登半島地震（平成19年3月） 石川県
●新潟県中越沖地震（平成19年7月）新潟県
●台風9号水害（平成21年8月）兵庫県佐用町・宍粟市・朝来市
●東日本大震災（平成23年3月）岩手県・宮城県・福島県ほか
●台風15号水害（平成23年9月） 兵庫県 淡路地域
●和歌山県・台風12号水害（平成23年9月）和歌山県
●台風15号水害（平成23年9月） 兵庫県 淡路地域
●九州北部豪雨災害（平成24年7月） 熊本県阿蘇市
●淡路島地震（平成25年4月）兵庫県 淡路地域
●山口県豪雨災害（平成25年8月） 山口県萩市
●京都府豪雨災害（平成25年9月） 京都府福知山市ほか  　  
●丹波豪雨災害（平成26年8月） 兵庫県丹波市

発災から10年を迎えた台風23号水害 東日本大震災では全国的な救援活動が展開された

　10年前の平成16年11月に6町合併し、現在の人口は
約6万8,000人で高齢化率30.2％。丹波市内には、25小
学校区ごとに「自治協議会」が組織され、「コミュニティセ
ンター」が地域活動の拠点となっている。
　同市では、8月16日夜から発生した豪雨により、各地で
土砂崩れなどが発生し、1人が死亡、4人が重軽傷を負っ
た。住家被害も全壊17棟、大規模半壊8棟、半壊39棟、一
部損壊1棟、床上浸水140棟、床下浸水723棟に上るなど、
谷沿いの集落を中心に大きな被害が発生した。

丹波市の概況と今回の災害の特徴

が
災
害
時
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援

　
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
広
域
に
わ

た
る
大
規
模
災
害
で
は
、市
町
単
位
、あ

る
い
は
都
道
府
県
単
位
の
支
援
に
と
ど

ま
ら
ず
、近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
全
国
的

な
支
援
体
制
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
、近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
の
府
県・指
定
都
市
社
協
で
は

「
災
害
時
の
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
て
い
る
。被
災
地
の
地
元
社

協
と
協
働
し
な
が
ら
、全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
た
広
域
的
な
支
援
を
展

開
で
き
る
こ
と
が
社
協
の
強
み
で
あ
る

（
図
表
4
）。

社
協
と
し
て
の
特
性
を
発
揮

　
社
協
は
、地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中

核
的
な
役
割
を
担
う
公
共
性
の
高
い
組

織
で
あ
る
。災
害
時
に
は
そ
の
よ
う
な

機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
、災
害
復
旧

か
ら
復
興
支
援
ま
で
を
継
続
し
て
行
う

こ
と
に
な
る
。そ
の
た
め
に
も
、社
協
に

は
平
時
か
ら
地
域
で
の
支
え
合
い
の
体

制
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、災
害
に
備

え
た「
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
」を

進
め
る
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

発
災
直
後
に
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　
丹
波
市
社
協
で
は
、災
害
発
生
の
3

日
後
の
8
月
19
日
か
ら
約
1
カ
月
間
、

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
運

営
し
、被
災
者
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
開
設
当
初
は
、家
屋
の
片
付
け
や
泥
出

し
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。市
社
協
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
市

内
の
被
災
状
況
、必
要
と
さ
れ
る
活
動
内

容
等
を
掲
載
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

を
行
っ
た
。9
月
16
日
ま
で
に
延
べ
1
万

3
，8
6
0
人
が
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
た
。

行
政・N
P
O
と
の
連
携

　
市
社
協
で
は
、平
成
20
年
度
に「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置・運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
」を
整
備
し
て
お
り
、迅
速
な
セ
ン

タ
ー
の
立
ち
上
げ
が
で
き
た
。ま
た
、丹

波
市
と「
災
害
時
に
お
け
る
丹
波
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置・運
営

等
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、こ
の
協
定
に
基
づ
き
、拠
点・資

機
材
の
確
保
、市
の
災
害
対
策
本
部
と
の

連
絡
調
整
を
担
う
市
職
員
の
配
置
な
ど

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。さ
ら
に
、セ
ン
タ
ー
運
営
で
は
、東
日

本
大
震
災
等
の
被
災
地
で
の
活
動
経
験

を
持
つ
地
元
の
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
丹
と
の
強
力
な
連
携
に
よ
る
被

災
者
支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。併
せ

て
、丹
波
市
災
害
対
策
本
部
で
は「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
調
整
会
議
」を

随
時
開
催
し
、関
係
団
体
と
の
連
携
や
セ

ン
タ
ー
運
営
の
方
向
性
な
ど
が
共
有
さ

れ
、官
民
協
働
の
運
営
が
な
さ
れ
た
。

県
内
の
市
町
社
協
に
よ
る
応
援

　
兵
庫
県
社
協
で
は
、セ
ン
タ
ー
の
立
ち

上
げ
に
先
立
ち
、県
内
の
市
町
社
協
に

資
機
材
の
提
供
や
運
営
支
援
ス
タ
ッ
フ

の
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、県

内
の
全
て
の
市
町
社
協
か
ら
毎
日
10
人

以
上
の
運
営
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
派
遣
さ

れ
、延
べ
4
0
0
人
以
上
が
セ
ン
タ
ー
運

営
に
関
わ
っ
た
。

　
県
内
市
町
社
協
の
職
員
に
は
、被
災

地
で
の
活
動
経
験
者
も
多
く
、セ
ン
タ

ー
運
営
の
方
法
や
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め

の
調
査
活
動
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
経
験

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
支
援
活
動
を

続
け
た
。

復
興
支
援
の
体
制
へ
移
行

　
災
害
発
生
か
ら
1
カ
月
が
経
過
し
、

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、9
月
17
日
か
ら
は
、「
復
興
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」に
体
制
を

移
行
し
、地
元
主
体
の
継
続
的
な
支
援

活
動
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
現
在
は
、被
害
の
大
き
な
地
域
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
を
拠
点
と
し
た

「
サ
テ
ラ
イ
ト
」を
設
置
し
、自
治
協
議
会

と
関
係
団
体
の
連
携
に
よ
り
、見
守
り
や

住
民
の
交
流
活
動
な
ど
、地
域
密
着
型
の

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。（
図
表
3
）。

丹
波
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー（
丹
波
市
社
会
福
祉

協
議
会
）の
取
り
組
み

実
践
報
告

ポ
イ
ン
ト
①

ポ
イ
ン
ト
②

ポ
イ
ン
ト
③

　今回、丹波市災害ボランティアセン
ターが受け付けた団体ボランティア
数9,405人のうち、県内の社協がボ
ランティアバス・ワゴンを出して現地
入りしたボランティアは1,941人にも
上り、全体の20.6％を占めている。

県内の社協が
被災地に送り出した

「団体ボランティア数」は
全体の２割超！

■図表３ 丹波市災害ボランティアセンターの変遷■図表４ 全国ネットワークによる支援のイメージ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

機
能
す
る
た
め
に

　
今
回
の
丹
波
市
の
実
践
か
ら
見
え
て
き

た
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、以
下
の
3
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

問
わ
れ
る
日
常
か
ら
の
社
協
活
動

　
社
協
に
と
っ
て
、災
害
時
は
、日
頃
の
地

被災地域

全国域　全国社会福祉協議会

近畿ブロック域　各府県・指定都市社協

都道府県域　兵庫県社協

第1段階
（8/19～8/31）
本部とサテライト
で運営

市町域　市区町社協

※兵庫県の場合、県内ブロックの圏域もある。

全
国
ネット
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
支
援

被災地 被災地 被災地

ボランティア

春日町＜本部＞ 市島町＜サテライト＞

第2段階
（9/1～9/16）
市島町に本部を
一本化

被災地 被災地

ボランティア

被災地

市島町＜本部＞

第3段階
（9/17～現在）
「復興支援ボランティアセンター」
へ移行

被災地

ボランティア

市島町＜本部＞

サテライト
被災地
サテライト

被災地
サテライト

　「協働」とは、異なる立場や特徴をもった人々や団体が、
互いに対等な立場で、それぞれの持ち味を生かして、と
もに何かを創り出していくことです。
　「協働」は、それぞれのニーズ、共通の目的・課題があっ
て初めて生まれます。
　また、「協働」は自然発生的に生まれるものではなく、意
図的な働きかけや仕組みが必要で、マナーや姿勢も大切
になります。

　「協働」とは
キ ー ワ ー ド 解 説

ま
ご
こ
ろ
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は

　
日
々
変
動
す
る
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
支
援
を
適
切
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
の
が「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」だ
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、災
害
発
生
時
に
立
ち
上

げ
ら
れ
、地
域
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
推
進
し
て
い
る
地
元
の
社
会
福
祉

協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
す
る
の
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、ニ
ー
ズ
の
把
握
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集・受
付
、活
動
の
マ
ッ
チ

ン
グ
、災
害
対
策
本
部
と
の
連
絡
調
整
な

ど
が
行
わ
れ
、被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
調
整
機
関
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
に
な
る
。（
図
表
1
）

被
災
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

　
阪
神・淡
路
大
震
災
で
は
、一
年
間
で

延
べ
1
3
7
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

動
し
、平
成
7
年
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元

年
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。平
成
23
年
3
月

の
東
日
本
大
震
災
で
も
、95
万
人
以
上
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
全
国
か
ら
駆
け
付
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
救
援・復
旧
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

　
現
在
で
は
、大
規
模
災
害
が
発
生
す
る

と
、被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
真
っ
先

に
駆
け
付
け
る
光
景
が
マ
ス
コ
ミ
等
で
報

道
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
く
、災
害
時

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
一
般
的
に
認
識

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
大
規
模
災
害
で
は
、家
屋
の
損
壊
や

避
難
所
で
の
生
活
な
ど
に
よ
り
、住
民

の「
普
段
の
暮
ら
し
」が
奪
わ
れ
る
。老

若
男
女
を
問
わ
ず
、誰
も
が
生
活
課
題

を
抱
え
た
被
災
者
と
な
り
得
る
た
め
、

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
N
P
O
に
よ
る

支
援
は
、災
害
時
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

SPECIAL EDITION

■図表1 災害ボランティアセンターの主な役割

　平成27年1月17日、阪神・淡路大震災から20年を迎え
る。この間も、東日本大震災をはじめ、全国ではさまざまな
自然災害が発生した。今夏には丹波市で豪雨による大きな
災害が発生し、県内外から訪れるボランティアにより、被災
者に寄り添った復興支援が現在も継続されている。
　今回の特集では、災害発生時に社協が中心となって開
設・運営する「災害ボランティアセンター」の取り組みを
紹介し、災害時の社協の役割について考える。

　
　
　
　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
、開
設
場
所
や

運
営
組
織
も
円
滑
に
決
ま
り
、素
早
く

体
制
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
行
政
と
の
協
定

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
関
す
る
協
定
を
行
政
と
社
協
間

で
交
わ
し
て
お
り
、資
機
材・財
源
の
確

保
、専
任
の
行
政
担
当
職
員
の
配
置
が

で
き
た
。

　
　
　
　
　
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
市
の
災
害
対
策
本
部
を
中
心
に
、

社
協
と
N
P
O
な
ど
と
の
協
働
・
共

有
の
場
が
開
催
さ
れ
、各
小
学
校
区

単
位
の「
自
治
協
議
会
」や
自
治
会
と

も
連
携
し
た
対
応
が
で
き
た
。

SPECIAL EDITION  特集

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
の
実
際

被
災
者
の
生
活
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

阪神淡路20年－1．17は忘れない－
「災害ボランティアセンター」
を考える
～社会福祉協議会と災害支援～

　
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、日
々
変
化
し
な

が
ら
も
、組
織
的
に
行
わ
れ
る
。一
日
の

流
れ
と
し
て
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、資
材
の
貸
し
出

し
と
活
動
場
所
へ
の
送
り
出
し
、活
動
報

告
が
一
般
的
な
サ
イ
ク
ル
だ
。

　
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、地
元
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、遠
方
か
ら
駆
け
付
け

る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、土
日
な
ど
の

休
日
に
は
、駆
け
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

数
と
活
動
ニ
ー
ズ
が
釣
り
合
わ
ず
、長
時

間
の
待
機
が
発
生
す
る
な
ど
、結
果
的
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

得
る
。被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
常
に
把
握
し

な
が
ら
、訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
安
心・

安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う
適
切
に
マ
ッ
チ

ン
グ
を
す
る
こ
と
が
、活
動
を
円
滑
に
進

め
る
鍵
と
な
る
。

　
ま
た
、運
営
は
地
元
の
市
町
社
協
が
中

心
と
な
り
な
が
ら
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
て
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
多
様
な
組
織
が
協
働
し
て
行
わ
れ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
る
中
で
、組

織
的
に
機
能
す
る
よ
う
、ニ
ー
ズ
受
付
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
、保
険
加
入
手
続
き
、車

両
や
資
材
の
調
整
な
ど
の
役
割
分
担
が
さ

れ
て
い
る
。

刻
々
と
変
わ
る
被
災
地
の
ニ
ー
ズ

　
被
災
地
で
は
、災
害
発
生
か
ら
時
間

が
経
過
す
る
に
従
い
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ

は
変
化
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容

も
そ
れ
に
応
じ
て
変
わ
る
。災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
災
害
復
旧
か
ら
復

興
支
援
に
軸
足
を
移
し
た
対
応
が
と
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
具
体
的
に
は
、被
災
当
初
は
が
れ
き
の

片
付
け
や
泥
出
し
、清
掃
活
動
な
ど
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
心
と
な
る
の
に

対
し
、次
第
に
見
守
り
な
ど
の
生
活
支
援

へ
と
移
行
し
、さ
ら
に
は
住
民
同
士
の
交

流
活
動
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

を
視
野
に
入
れ
た
活
動
も
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

　
阪
神・淡
路
大
震
災
以
降
の
20
年
間
で

兵
庫
県
社
協
が
関
わ
っ
た
災
害
支
援
活
動

は
、図
表
2
の
通
り
で
あ
り
、全
国
各
地
で

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
運
営
さ

れ
て
き
た
。

　
社
協
は
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
た
被
災
地
で
の
支
援
活
動
を
重
ね
る

こ
と
で
、被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
た
と
い
え
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
、こ
の
た
び
の「
丹
波
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」の
取
り

組
み
か
ら
、実
際
に
セ
ン
タ
ー
が
ど
の

よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
を
紹
介

す
る
。

域
福
祉
の
実
践
力
や
協
働
力
が
試
さ
れ

る
と
い
え
る
。災
害
支
援
は
、日
々
の
社

協
活
動
と
同
じ
く「
住
民（
被
災
者
）主

体
」に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
や
復
旧・復
興
の
段
階
に

応
じ
た
支
援
が
必
要
と
な
る
。

　
社
協
は
、地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た

め
、民
生
委
員・児
童
委
員
、福
祉
施
設
、

自
治
会
、行
政
機
関
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

N
P
O
な
ど
で
構
成
さ
れ
、あ
ら
ゆ
る

関
係
機
関
と
つ
な
が
り
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。社
協
が
災
害

支
援
を
進
め
る
意
義
は
、こ
の
よ
う
な

平
時
の
取
り
組
み
の
中
で
築
い
て
き
た

関
係
性
を
生
か
し
、被
災
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア・N
P
O
な
ど
の
支
援
者
と
の
橋

渡
し（
中
間
支
援
）を
行
え
る
と
い
う
点

に
あ
る
。地
域
の
関
係
機
関
と
の
日
頃

か
ら
の
協
働
が
、災
害
時
の
支
援
の
力

量
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、地
域
住
民
の
結
び
つ
き
が
強

い
地
域
で
あ
っ
て
も
、災
害
時
に
被
災
者

が
助
け
を
求
め
る
声
を
上
げ
づ
ら
い
と

い
う
状
況
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
。

特
に
高
齢
者
、障
害
者
な
ど
の
要
援
護

者
の
把
握
や
見
守
り
を
普
段
の
活
動
の

中
で
進
め
、〝
助
け
て
〞と
声
を
上
げ
や

す
い
関
係
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

①被災者のニーズ把握
②ボランティアの募集・受付
③ボランティア活動のマッチング
④資材確保管理・保険加入手続き
⑤災害対策本部との連絡調整
⑥関係機関への情報提供、支援要請　など

■図表2 阪神・淡路大震災以降に県社協が関わった主な災害

●ロシアタンカー重油流出事故（平成9年1月） 日本海沿岸
●有珠山噴火災害（平成12年3月） 北海道
●鳥取西部地震（平成12年10月）鳥取県
●台風23号（平成16年10月）兵庫県 但馬・淡路地域
●新潟県中越地震（平成16年10月）新潟県
●能登半島地震（平成19年3月） 石川県
●新潟県中越沖地震（平成19年7月）新潟県
●台風9号水害（平成21年8月）兵庫県佐用町・宍粟市・朝来市
●東日本大震災（平成23年3月）岩手県・宮城県・福島県ほか
●台風15号水害（平成23年9月） 兵庫県 淡路地域
●和歌山県・台風12号水害（平成23年9月）和歌山県
●台風15号水害（平成23年9月） 兵庫県 淡路地域
●九州北部豪雨災害（平成24年7月） 熊本県阿蘇市
●淡路島地震（平成25年4月）兵庫県 淡路地域
●山口県豪雨災害（平成25年8月） 山口県萩市
●京都府豪雨災害（平成25年9月） 京都府福知山市ほか  　  
●丹波豪雨災害（平成26年8月） 兵庫県丹波市

発災から10年を迎えた台風23号水害 東日本大震災では全国的な救援活動が展開された

　10年前の平成16年11月に6町合併し、現在の人口は
約6万8,000人で高齢化率30.2％。丹波市内には、25小
学校区ごとに「自治協議会」が組織され、「コミュニティセ
ンター」が地域活動の拠点となっている。
　同市では、8月16日夜から発生した豪雨により、各地で
土砂崩れなどが発生し、1人が死亡、4人が重軽傷を負っ
た。住家被害も全壊17棟、大規模半壊8棟、半壊39棟、一
部損壊1棟、床上浸水140棟、床下浸水723棟に上るなど、
谷沿いの集落を中心に大きな被害が発生した。

丹波市の概況と今回の災害の特徴

が
災
害
時
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援

　
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
広
域
に
わ

た
る
大
規
模
災
害
で
は
、市
町
単
位
、あ

る
い
は
都
道
府
県
単
位
の
支
援
に
と
ど

ま
ら
ず
、近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
全
国
的

な
支
援
体
制
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
、近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
の
府
県・指
定
都
市
社
協
で
は

「
災
害
時
の
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
て
い
る
。被
災
地
の
地
元
社

協
と
協
働
し
な
が
ら
、全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
た
広
域
的
な
支
援
を
展

開
で
き
る
こ
と
が
社
協
の
強
み
で
あ
る

（
図
表
4
）。

社
協
と
し
て
の
特
性
を
発
揮

　
社
協
は
、地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中

核
的
な
役
割
を
担
う
公
共
性
の
高
い
組

織
で
あ
る
。災
害
時
に
は
そ
の
よ
う
な

機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
、災
害
復
旧

か
ら
復
興
支
援
ま
で
を
継
続
し
て
行
う

こ
と
に
な
る
。そ
の
た
め
に
も
、社
協
に

は
平
時
か
ら
地
域
で
の
支
え
合
い
の
体

制
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、災
害
に
備

え
た「
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
」を

進
め
る
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

発
災
直
後
に
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　
丹
波
市
社
協
で
は
、災
害
発
生
の
3

日
後
の
8
月
19
日
か
ら
約
1
カ
月
間
、

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
運

営
し
、被
災
者
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　
開
設
当
初
は
、家
屋
の
片
付
け
や
泥
出

し
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。市
社
協
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
市

内
の
被
災
状
況
、必
要
と
さ
れ
る
活
動
内

容
等
を
掲
載
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

を
行
っ
た
。9
月
16
日
ま
で
に
延
べ
1
万

3
，8
6
0
人
が
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
た
。

行
政・N
P
O
と
の
連
携

　
市
社
協
で
は
、平
成
20
年
度
に「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置・運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
」を
整
備
し
て
お
り
、迅
速
な
セ
ン

タ
ー
の
立
ち
上
げ
が
で
き
た
。ま
た
、丹

波
市
と「
災
害
時
に
お
け
る
丹
波
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置・運
営

等
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、こ
の
協
定
に
基
づ
き
、拠
点・資

機
材
の
確
保
、市
の
災
害
対
策
本
部
と
の

連
絡
調
整
を
担
う
市
職
員
の
配
置
な
ど

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。さ
ら
に
、セ
ン
タ
ー
運
営
で
は
、東
日

本
大
震
災
等
の
被
災
地
で
の
活
動
経
験

を
持
つ
地
元
の
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
丹
と
の
強
力
な
連
携
に
よ
る
被

災
者
支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。併
せ

て
、丹
波
市
災
害
対
策
本
部
で
は「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
調
整
会
議
」を

随
時
開
催
し
、関
係
団
体
と
の
連
携
や
セ

ン
タ
ー
運
営
の
方
向
性
な
ど
が
共
有
さ

れ
、官
民
協
働
の
運
営
が
な
さ
れ
た
。

県
内
の
市
町
社
協
に
よ
る
応
援

　
兵
庫
県
社
協
で
は
、セ
ン
タ
ー
の
立
ち

上
げ
に
先
立
ち
、県
内
の
市
町
社
協
に

資
機
材
の
提
供
や
運
営
支
援
ス
タ
ッ
フ

の
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、県

内
の
全
て
の
市
町
社
協
か
ら
毎
日
10
人

以
上
の
運
営
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
派
遣
さ

れ
、延
べ
4
0
0
人
以
上
が
セ
ン
タ
ー
運

営
に
関
わ
っ
た
。

　
県
内
市
町
社
協
の
職
員
に
は
、被
災

地
で
の
活
動
経
験
者
も
多
く
、セ
ン
タ

ー
運
営
の
方
法
や
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め

の
調
査
活
動
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
経
験

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
支
援
活
動
を

続
け
た
。

復
興
支
援
の
体
制
へ
移
行

　
災
害
発
生
か
ら
1
カ
月
が
経
過
し
、

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、9
月
17
日
か
ら
は
、「
復
興
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」に
体
制
を

移
行
し
、地
元
主
体
の
継
続
的
な
支
援

活
動
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
現
在
は
、被
害
の
大
き
な
地
域
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
を
拠
点
と
し
た

「
サ
テ
ラ
イ
ト
」を
設
置
し
、自
治
協
議
会

と
関
係
団
体
の
連
携
に
よ
り
、見
守
り
や

住
民
の
交
流
活
動
な
ど
、地
域
密
着
型
の

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。（
図
表
3
）。

丹
波
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー（
丹
波
市
社
会
福
祉

協
議
会
）の
取
り
組
み

実
践
報
告

ポ
イ
ン
ト
①

ポ
イ
ン
ト
②

ポ
イ
ン
ト
③

　今回、丹波市災害ボランティアセン
ターが受け付けた団体ボランティア
数9,405人のうち、県内の社協がボ
ランティアバス・ワゴンを出して現地
入りしたボランティアは1,941人にも
上り、全体の20.6％を占めている。

県内の社協が
被災地に送り出した

「団体ボランティア数」は
全体の２割超！

■図表３ 丹波市災害ボランティアセンターの変遷■図表４ 全国ネットワークによる支援のイメージ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

機
能
す
る
た
め
に

　
今
回
の
丹
波
市
の
実
践
か
ら
見
え
て
き

た
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、以
下
の
3
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

問
わ
れ
る
日
常
か
ら
の
社
協
活
動

　
社
協
に
と
っ
て
、災
害
時
は
、日
頃
の
地

被災地域

全国域　全国社会福祉協議会

近畿ブロック域　各府県・指定都市社協

都道府県域　兵庫県社協

第1段階
（8/19～8/31）
本部とサテライト
で運営

市町域　市区町社協

※兵庫県の場合、県内ブロックの圏域もある。

全
国
ネット
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
支
援

被災地 被災地 被災地

ボランティア

春日町＜本部＞ 市島町＜サテライト＞

第2段階
（9/1～9/16）
市島町に本部を
一本化

被災地 被災地

ボランティア

被災地

市島町＜本部＞

第3段階
（9/17～現在）
「復興支援ボランティアセンター」
へ移行

被災地

ボランティア

市島町＜本部＞

サテライト
被災地
サテライト

被災地
サテライト

　「協働」とは、異なる立場や特徴をもった人々や団体が、
互いに対等な立場で、それぞれの持ち味を生かして、と
もに何かを創り出していくことです。
　「協働」は、それぞれのニーズ、共通の目的・課題があっ
て初めて生まれます。
　また、「協働」は自然発生的に生まれるものではなく、意
図的な働きかけや仕組みが必要で、マナーや姿勢も大切
になります。

　「協働」とは
キ ー ワ ー ド 解 説

ま
ご
こ
ろ

2014 November3 2014 November 22014 November5 2014 November 4



地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

ど
も
の
人
権
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
条
例
」が
制
定
さ
れ
た
。い
じ

め
や
体
罰
、虐
待
等
で
苦
し
む

子
ど
も
の
S
O
S
を
受
け
止
め
、

子
ど
も
自
身
が
権
利
の
主
体
と

し
て
問
題
解
決
に
取
り
組
め
る

よ
う
、親
で
も
教
員
で
も
な
い

立
場
で
、子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
き
た
。

　「
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
」で
は
、相
談
を
受

け
た
場
合
、「
子
ど
も
自
身
が
何
に
困
っ
て

い
て
、ど
う
解
決
し
て
い
き
た
い
か
」を
一

緒
に
考
え
る
。「
子
ど
も
は
、大
人
が
考
え

る
以
上
に
話
を
聞
い
て
も
ら
え
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
る
」と
チ
ー
フ
相
談
員
の
渡

邊
充
佳
さ
ん
は
話
す
。

　
相
談
内
容
と
し
て
は
、家
庭
生
活・家
族

関
係
の
問
題
を
背
景
と
し
て
、学
校
生
活

を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起

き
て
い
る
も
の
が
多
い
。こ
こ
2
〜
3
年

ぐ
ら
い
の
特
徴
と
し
て
、生
活
困
窮
な
ど

に
よ
り
家
庭
の
生
活
基
盤
に
課
題
を
抱
え

る
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
が
増
え
て
き

た
。地
域
に
お
け
る
人
間
関
係
が
希
薄
に

な
り
、学
校
と
家
庭
の
人
間
関
係
の
枠
内

で
完
結
し
が
ち
な
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の

　「
川
西
市
子
ど
も
の
人
権
オ
ン
ブ
ズ
パ

ー
ソ
ン
」（
以
下
、「
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
」）は
、

研
究
者・弁
護
士
か
ら
成
る「
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
」3
名
と
公
募
の
調
査
相
談
専

門
員
4
名
が
、市
内
に
在
住・在
学・在
勤

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
悩
み
や
相
談
に

応
じ
、家
庭
や
学
校
に
お
け
る
問
題
解
決

を
図
る
公
的
な
第
三
者
機
関
で
あ
る
。

　
設
立
の
背
景
は
、全
国
的
に
子
ど
も
の

「
い
じ
め
」が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
た

1
9
9
0
年
代
に
、同
市
が
子
ど
も
を
対

象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
だ
。「
い
じ

め
を
受
け
、生
き
て
い
る
の
が
つ
ら
い
」と

答
え
た
子
ど
も
が
、ク
ラ
ス
で
1
〜
2
名

い
る
こ
と
が
判
明
し
、子
ど
も
の
人
権
を

守
る
仕
組
み
と
し
て
、平
成
10
年
に「
子

あ
り
よ
う
が
、子
ど
も
同
士
の
関
係
の
ひ

ず
み
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
相
談
を
き
っ
か
け
に
、人
と
の
つ
な
が

り
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、子
ど

も
は
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
す
」と
語

る
渡
邊
さ
ん
。「
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
」で
は
、

市
内
で
発
生
し
た
い
じ
め
事
件
を
踏
ま
え
、

「
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
」を
平
成
25
年
11
月
に
提
言

し
た
。地
域
に
お
け
る
多
様
な
人
間
関
係

の
中
で
、困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
の
声
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
、抜
本
的
な
い
じ
め
対
策
に

も
つ
な
が
る
と
指
摘
す
る
。学
校
や
家
庭

だ
け
で
は
な
く
、福
祉
関
係
者
も
含
め
た

地
域
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
い
じ
め
」問
題
が
設
立
の
き
っ
か
け

みんなでつくる
ひょうごの福祉

　11月は「児童虐待防止推進月間」だよ。虐待やい
じめなど、子どもを巡る問題はさまざまだけど、川西
市では子どもの権利を守るための相談や調査を行う
第三者機関を、15年前から全国に先駆けて設立して
いるんだって。一体どんな相談が寄せられているの
かな。

取材を終えて
　「関わりを通じて子どもの前向きな変化
が感じられると、私たちも励みになる」とい
う渡邊さんの言葉から、「子どもオンブズ」
が子どもにとっての地域のセーフティネッ
トになっていると感じました。

「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

子どもの声を受け止める
地域社会づくりに向けて
～「川西市子どもの人権オンブズパーソン」の取り組み～

川西市子どもの人権
オンブズパーソン事務局

川西市中央町12-1（川西市役所3階）

■「子どもオンブズ」の連携イメージ
前号でご紹介した市町社協による「地域フォーラム」の開催状況を、今号より随時ご紹介していきます。

　香美町では、5月から7月に旧町単位の3会場で「集落
福祉活動研修会」を開催。各集落の区長、福祉委員長、
民生委員、児童委員など住民が集い、集落内でのつな
がりづくりを推進するための意見交換を行いました。
 当日は、社協から最近の社会情勢などについて基調
説明を行った後、集落ごとに分かれて「福祉活動点検
シート」を基に福祉活動の現状を共有。福祉・防災マッ
プの要援護者登録を軸にした見守り活動やいきいき
サロン、ご近所ボランティア事業との連動の必要性と、
今後の取り組みの方向性について認識を深めました。

ＴＯＰＩＣＳ

集落ごとに福祉活動の現状を点検 災害時に生きる普段からの地域づくり
 上郡町では、8月30日に「災害にも強い福祉の町づく
り」をテーマとしたフォーラムを開催。NPO法人さくら
ネット代表理事の石井布紀子さんを講師に招き、東日
本大震災などの災害から学んだ教訓を分かりやすく講
演いただき、普段からの地域づくりが、災害にも強い
まちづくりにつながることを伝えていただきました。
 また、当日は「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペー
ンなどのパネル展も開催。町社協が取り組んでいる災
害ボランティア活動なども紹介し、地域の方々にさま
ざまな活動内容を知っていただく機会となりました。

　篠山市では、7月6日に「地域の力で安心して暮らせ
るまちを作ろう！」をテーマにフォーラムを開催し、講演
会やパネルディスカッションが行われました。地域の困
り事を解決するきっかけは、ニーズ（つぶやき）を拾い
上げることであり、そのためには日頃から気軽に話が
できる関係づくりが大切であることを認識しました。
　また、パネル展示では、福祉委員連絡会と福祉団体
によるレクリエーションの紹介や作品展示のほか、社
協事業のPRを行いました。

気軽に話ができる関係の大切さを確認 つながり合うための情報共有の在り方を学ぶ
　稲美町では、9月19日に「ひとりぼっちをつくらない
地域づくりフォーラム」を開催。桃山学院大学副学長
の松端克文さんを招き、「地域福祉活動における個人
情報の保護と活用方法」をテーマに講演が行われまし
た。また、つながりを紡いでいくためには、地域にある
問題を「あなたの問題」から「私たちの問題」へと捉え
直すことが重要であるとの提起が行われ、自治会長や
福祉委員などが地域づくりの在り方について学ぶ貴
重な機会となりました。

子
ど
も
の
人
間
関
係
を
地
域
で
育
む

川西能勢口駅近くに設置した相談室「子ど
もオンブズくらぶ」では、ゆったりとした環
境の中で子どもの話をじっくり聞いている
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